
平成29年（2017）平成29年（2017）

12月
No.147

おいしい季節が来た
カニ漁解禁



宮
元
市
長
が
語
る
、
２
期
目
の
抱
負

10
月
30
日
か
ら
2
期
目
の
任
期
が
始
ま
っ
た
宮
元
市
長
。

こ
れ
か
ら
の
4
年
間
に
か
け
る
市
政
へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
の
4
年
間

　

こ
の
4
年
間
は
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
、
何
を
す
べ

き
な
の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
き

ま
し
た
。
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
、
医
療
・

福
祉
の
充
実
、
観
光
産
業
活
性
化
に
向
け
た

国
内
外
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
企
業
の
誘

致
や
地
場
産
業
の
振
興
、
そ
し
て
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
先
進
的
な
教
育
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
国
内
初
、
北
陸
初
、
県

内
初
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

加
賀
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
増
加
や
、
新
た

な
企
業
の
誘
致
に
よ
る
新
規
雇
用
の
創
出
な

ど
、
取
り
組
み
の
中
に
は
効
果
が
現
れ
て
き

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
な
っ
た
子
育
て
支
援
の
実
施
に
つ
い
て

も
、
出
生
数
の
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
効
果
が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
人
口
減
少
は
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
だ
け
で
簡
単
に

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り

大
き
な
効
果
が
現
れ
る
よ
う
努
力
を
続
け
な

が
ら
、
新
た
な
活
性
化
の
タ
ネ
を
ま
い
て
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

■
人
口
減
少
対
策
、
待
っ
た
な
し

　

３
年
ほ
ど
前
に
、
民
間
の
研
究
機
関
が
試

算
し
公
表
し
た
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
加

賀
市
が
含
ま
れ
て
お
り
、
大
き
な
危
機
感
を

覚
え
ま
し
た
。
5
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え

て
と
い
う
よ
う
な
、
悠
長
な
こ
と
ば
か
り
を

言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
は
や
、
人
口
減

少
社
会
へ
の
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
な

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
が
こ
れ
か

ら
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と
は
『
人

財
』
の
育
成
で
す
。

■
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
人
財

　

技
術
革
新
と
産
業
構
造
の
変
化
は
目
ま
ぐ

る
し
い
速
度
で
進
ん
で
い
ま
す
。
近
い
将

来
、
日
本
の
労
働
人
口
の
約
半
分
が
、
人
工

知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
置
き
換
わ
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
た

り
使
っ
た
り
で
き
る
技
術
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
知
識

が
、
仕
事
を
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

加
賀
市
で
は
、
全
て
の
小
中
学
校
に
お
い

て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
導
入
し
、
将
来

の
人
財
を
育
成
す
る
。
企
業
で
働
く
皆
さ
ん

や
起
業
を
目
指
す
皆
さ
ん
に
は
、
新
た
に
育

成
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
気
軽
に

学
べ
る
よ
う
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
の
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5つの地域経営ビジョン
Vision 1　未来を切り開くイノベーションシティ
Vision 2　人財を輩出し、人財が集う先端教育都市
Vision 3　世界から選ばれる温泉共創地
Vision 4　人生１００年時代に備えるまち
Vision 5　先進政策・実証都市

「選ばれる加賀市」を目指し
　　既成概念に捉われることなく
　　　　挑戦を続けます

Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
に
も
支
援
を
し
て
い
く
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
産
業
構
造
の
変

化
に
対
応
で
き
る
人
財
を
育
成
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
場
産
業
を
振
興

さ
せ
、
将
来
的
に
関
連
す
る
産
業
の
集
積
を

図
る
こ
と
が
大
き
な
目
標
で
す
。

■
人
口
増
加
へ
の
「
近
道
」

　

人
財
育
成
や
教
育
と
い
う
も
の
は
、
と
も

す
れ
ば
時
間
が
か
か
る
も
の
で
す
。
し
か
し

私
は
、
人
財
を
輩
出
す
る
た
め
の
育
成
と
教

育
こ
そ
が
、
消
滅
可
能
性
都
市
を
解
消
し
、

人
口
を
増
加
に
転
じ
さ
せ
る
た
め
の「
近
道
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
で
あ
っ
て
も
、
大
企
業
で
あ
っ
て
も
、
伝

統
産
業
の
分
野
で
も
農
業
分
野
で
も
、
誰
も

が
有
為
な
人
財
を
求
め
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
人
財
が
集
う
都
市
で
あ
る
こ
と
が
、

「
選
ば
れ
る
自
治
体
」
に
繋
が
っ
て
い
く
の

で
す
。

■
私
の
願
う
加
賀
市

　

も
ち
ろ
ん
、
自
治
体
を
選
ぶ
の
は
、
企
業

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
加
賀
市
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら

住
も
う
か
と
考
え
て
い
る
人
や
観
光
客
の

方
々
に
も
、
加
賀
市
を
選
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
加
賀
市
に
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
、
加
賀
市
に
来
て
よ
か
っ
た
、

皆
さ
ん
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
都
市

に
な
る
こ
と
が
私
の
希
望
で
す
。

■
「
選
ば
れ
る
」
た
め
に

　

そ
の
よ
う
な
都
市
に
し
て
い
く
た
め
、
2

期
目
の
始
ま
り
に
あ
た
っ
て
、
新
た
な
政
策

提
言
と
し
て
、「
5
つ
の
地
域
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
市
内
産
業
構
造
の
高

度
化
、
人
財
の
育
成
と
誘
致
、
北
陸
新
幹
線

加
賀
温
泉
駅
開
業
を
見
据
え
た
国
際
観
光
都

市
の
基
盤
構
築
、
全
て
の
人
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
先
進
政
策
を
取

り
入
れ
て
実
証
す
る
都
市
の
モ
デ
ル
化
。
こ

れ
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
、

こ
れ
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施
し
、

「
選
ば
れ
る
加
賀
市
」
と
な
る
た
め
に
、
既

成
概
念
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

皆
さ
ん
が
、
加
賀
市
の
将
来
に
も
っ
と
期

待
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

大
切
に
し
て
、
共
に
歩
み
な
が
ら
、
住
み
た

い
加
賀
市
、
住
み
続
け
ら
れ
る
加
賀
市
、
わ

く
わ
く
す
る
加
賀
市
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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北
陸
新
幹
線
加
賀
温
泉
駅
舎
の

デ
ザ
イ
ン
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た

・
温
泉
郷
や
城
下
町
に
見
ら
れ
る

伝
統
的
な
和
の
様
式
を
モ
チ
ー

フ
と
し
、
風
情
と
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
駅
と
し
て
い
ま
す
。

・
伝
統
的
な
町
並
み
に
見
ら
れ
る

縦
格
子
（
紅
殻
格
子
）
は
内
部

か
ら
の
眺
望
に
変
化
を
も
た
ら

し
な
が
ら
、
ほ
っ
と
安
ら
げ
る

空
間
を
演
出
し
ま
す
。

・
紅
殻
格
子
や
瓦
屋
根
、
白
壁
の

色
彩
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
温
泉
郷
の
お
も
て
な
し
と

く
つ
ろ
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

・
伝
統
的
な
集
落
で
見
ら
れ
る
切

妻
屋
根
を
モ
チ
ー
フ
に
、
町
並

み
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
駅
と
し
て

い
ま
す

・
赤
瓦
の
色
を
用
い
て
切
妻
屋
根

を
表
現
し
た
窓
は
、
非
日
常
を

演
出
す
る
と
と
も
に
、
内
部
か

ら
の
江
沼
三
山
の
景
色
を
印
象

的
に
魅
せ
ま
す
。

・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
軒
先
の

垂
木
と
石
材
の
組
み
合
わ
せ

で
、
歴
史
と
文
化
に
裏
付
け
さ

れ
た
加
賀
の
町
並
み
を
想
起
さ

せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま

す
。

 

Ａ
案

　温
泉
郷
の
風
情
と

城
下
町
の
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
駅

 

Ｂ
案

　歴
史
・
文
化
の

町
並
み
を

象
徴
す
る
駅
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北
陸
新
幹
線
加
賀
温
泉
駅
舎
の

デ
ザ
イ
ン
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た

　
11
月
20
日
、
独
立
行
政
法
人 

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
（
以
下
「
鉄
道
・
運
輸
機

構
」
）
よ
り
北
陸
新
幹
線
加
賀
温

泉
駅
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
案
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
案
は
、
平
成
28
年
6

月
に
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
提
出
し

た
市
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を

基
に
、
加
賀
市
ら
し
さ
を
反
映
し

て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
す
。

北陸新幹線加賀温泉駅
デザインコンセプト

加賀の自然と
歴史、文化を見せる駅

・
古
九
谷
に
用
い
ら
れ
る
九
谷
五

彩
の
色
彩
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、

伝
統
と
文
化
を
想
起
さ
せ
る
駅

と
し
て
い
ま
す
。

・
横
方
向
に
積
層
さ
せ
た
素
材
に

よ
っ
て
際
立
っ
た
九
谷
五
彩
の

色
彩
は
、
駅
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

り
、
非
日
常
を
演
出
し
ま
す
。

・
中
央
下
部
で
は
九
谷
焼
を
使
用

し
た
壁
面
を
配
置
し
、
上
部
の

色
彩
と
併
せ
て
、
伝
統
・
文
化

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
加
賀
温
泉
駅
施
設
整
備
検
討
委
員
会
で

の
議
論
を
行
っ
た
後
、
デ
ザ
イ
ン
案
を
1

案
に
絞
り
込
み
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
推

薦
し
ま
す
。
そ
の
際
の
参
考
と
す
る
た
め
、

こ
の
デ
ザ
イ
ン
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
12
月
11
日
㈪
～
平
成
30
年
1

月
19
日
㈮

デ
ザ
イ
ン
案
閲
覧
場
所
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
、
新
幹
線
対
策
室
、
山
中
温

泉
支
所
、
各
出
張
所
、
各
図
書
館
、
各

地
区
会
館

提
出
方
法
　
所
定
の
様
式
に
意
見
な
ど
を

記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
新
幹
線
対
策
室

　

☎
７
２
‐
７
９
６
７

　

N
７
２
‐
７
２
１
２

　
sh

in
ka
n
se
n
@
c
ity.ka

g
a
.lg
.jp

 

Ｃ
案

　九
谷
五
彩
で

伝
統
と
文
化
を

象
徴
す
る
駅

デザイン案の A・B・C については順位を示すものではありません広報かが  2017・125



12月 1月
28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日

木 金 土 日 月 火 水 木 金

市役所（山中温泉支所・各出張所） ○ × × × × × × ○ ○
加賀市医療センター ○ × × × × × × ○ ○
山中温泉ぬくもり診療所 ○ × × × × × × ○ ○
中央図書館 ○ × × × × × × ○ ○
山中図書館 ○ × × × × × × ○ ×
市民会館 ○ × × × × × × ○ ○
かが交流プラザさくら ○ × × × × × × ○ ○
老人福祉・児童センター ○ × × × × × × ○ ○
セミナーハウスあいりす ○ × × × × × × ○ ○
青少年育成センター ○ × × × × × × ○ ○
加賀市文化会館 ○ × × × × × × ○ ○
山中温泉文化会館 ○ × × × × × × ○ ○
中央公園室内プール × × × × × × × × ○
各体育施設（中央公園室内プール除く） ○ × × × × × × ○ ○
山代温泉　総湯・古総湯 ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○
菊の湯　第1・第2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
片山津温泉　総湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
いきいきランドかが ○ × × × × × × ○ ○
健康プラザスワトン ○ ○ × × × × × ○ ○
ゆけむり健康村 ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○
鴨池観察館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
蘇梁館 ○ × × × × × × ○ ○
越前加賀県境の館 ○ × × × × × × ○ ○
ろくろの里工芸の館 × × × × × × × × ○
ろくろの里山ぼうし ○ ○ ○ × × × × × ○
竹の浦館 ○ × × × × × × ○ ○
深田久弥山の文化館 ○ ○ × × × × ○ ○ ○
加賀市美術館 ○ ○ × × × × ○ ○ ○
九谷焼美術館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
九谷焼窯跡展示館 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
魯山人寓居跡いろは草庵 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中谷宇吉郎雪の科学館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北前船の里資料館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山中温泉芭蕉の館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山中座 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
はづちを楽堂 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

年末年始の休業・休館日

12月 1月
28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日

木 金 土 日 月 火 水 木 金

収　集 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

持
込
環境美化センター（加賀地区） ○ ○ ○ × × × × ○ ○
グリーン・シティ山中（山中地区） ○ ○ ○ × × × × ○ ○

○：営業日　×：休業日　△臨時営業（営業時間の変更あり）

○地区によってごみの収集日が異なります。「家庭ごみの分け方・出し方」（ごみカレンダー）を確認してください。
○ごみ処理施設の受入時間はいずれも9時～16時です。
○年末はごみ処理施設への持ち込みが多いため、待ち時間が長くなることがあります。ご了承ください。
○ごみ処理施設へ持ち込むときは、必ず分別してください。

ごみの収集日・ごみ処理施設の営業日変更
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名称は「かがにこにこパーク」に！
　
平
成
30
年
4
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
、
こ
れ
ま
で
加
賀
市
に
な
か
っ

た
子
ど
も
の
遊
び
場
環
境
と
し
て
、

旧
中
央
公
園
体
育
館
を
大
規
模
改
修

し
、
屋
内
の
「
楽
し
い
遊
び
場
」
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設

が
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
、

「
何
度
も
行
き
た
く
な
る
魅
力
的
で

思
い
出
に
残
る
楽
し
い
遊
び
場
」
と

し
て
広
く
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
名

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
か

ら
３
３
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
作
品
に
つ
い
て
、
名
称
選
考
委

員
会
で
選
考
を
行
い
、
庄
田 

裕
翔

さ
ん
（
桑
原
町
・
10
歳
）
、
中
山 

暁
月
さ
ん
（
若
葉
台
・
12
歳
）
、
西

出 

有
里
さ
ん
（
津
波
倉
町
・
10
歳
）

の
応
募
作
品
を
も
と
に
「
か
が
に
こ

に
こ
パ
ー
ク
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
子
育
て
支
援
課

　

☎
７
２
︲
７
８
５
５

指定管理者を募集します
施
設
の
概
要
　

名　

称
　
「
か
が
に
こ
に
こ
パ
ー
ク
」

場　

所
　
山
田
町
リ
２
４
５
番
地
2

（
旧
中
央
公
園
体
育
館
）

建　

物
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　

一
部
鉄
骨
造
2
階
建
て
　

　
延
床
面
積
（
１
、
７
１
７
．
１
７
㎡
）

【
1
階
】
　
乳
幼
児
用
・
幼
児
用
・

児
童
用
各
遊
具
エ
リ
ア
、
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
、
幼
児
用
ト
イ
レ
、
授

乳
室
　
な
ど

【
2
階
】
　
飲
食
ブ
ー
ス
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
、
会
議
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
な
ど

募
集
期
間
　
12
月
19
日
㈫
～
平
成
30

年
1
月
18
日
㈭
　
17
時
15
分
必
着

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

応
募
資
格
　
市
内
に
事
業
所
、
営
業

所
も
し
く
は
事
務
所
を
置
く
、
ま

た
は
置
こ
う
と
す
る
法
人
そ
の
他

の
団
体
で
、
指
定
期
間
中
、
安
全

か
つ
円
滑
に
施
設
を
管
理
運
営
で

き
る
も
の
。
グ
ル
ー
プ
（
共
同
事

業
体
）
で
の
応
募
も
可
。

指
定
期
間
　
平
成
30
年
4
月
～
平
成

33
年
3
月
（
3
年
間
）

募
集
要
項
　
事
前
に
公
表
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
子
育

て
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

担
当
課
・
申
請
書
提
出
先

　
子
育
て
支
援
課

　

☎
７
２
︲
７
８
５
５

指
定
管
理
者
制
度
と
は

市
民
が
利
用
す
る
公
の
施
設

（
体
育
施
設
や
文
化
施
設
な

ど
）
の
管
理
運
営
を
、
市
が

指
定
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
事

業
者
も
含
め
た
法
人
な
ど
が

行
う
も
の
で
す
。
こ
の
制
度

に
よ
り
、
公
の
施
設
に
つ
い

て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
民
間

の
能
力
や
企
画
力
な
ど
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
加
わ
る
こ
と
で
、

効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

問
企
画
課

　

☎
７
２
︲
７
８
３
０

　

kikakukakari@
city.kaga.lg.jp

※
施
設
に
関
し
て
は
、
子
育
て
支
援

課
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
募
集
要
項

等
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▲内観イメージ ▲外観イメージ

「
楽
し
い
遊
び
場
」の

名
称
が
決
定
し
ま
し
た
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市からのお知らせ

◎
助
け
合
っ
て
除
雪
し
ま
し
ょ
う

　
雪
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
除
雪

作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
み

ん
な
で
助
け
合
い
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

協
力
し
て
除
雪
し
よ
う

・
除
雪
車
は
沿
道
の
一
軒
一
軒
の
出

入
り
口
を
除
雪
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
各
家
庭
の
出
入
り
口
の

除
雪
は
、
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
除
雪
路
線
以
外
の
市
道
、
歩
道
や

通
学
路
、
ご
み
集
積
場
付
近
、
消

火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
の
除
雪
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
近
所
に
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由

な
人
が
暮
ら
し
て
い
る
世
帯
が
あ

れ
ば
、
除
雪
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。

お
願
い

　
道
路
に
は
み
出
し
た
民
有
地
の
樹

木
の
枝
な
ど
は
、
所
有
者
が
早
め

に
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
や
め
て
！

　
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
ま
す
。
路
上
駐
車
に
よ
り
作
業

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
付
近
の
住
民

や
道
路
を
利
用
す
る
人
の
迷
惑
に

な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
12
月
1
日
～
平
成
30
年
3
月
31
日

は
、
次
の
道
路
が
駐
車
禁
止
道
路
に

追
加
さ
れ
ま
す
。

・
国
道
３
６
４
号
（
山
中
温
泉
こ
お

ろ
ぎ
町
～
山
中
温
泉
我
谷
町
）

・
主
要
地
方
道
橋
立
港
線
（
大
聖
寺

畑
町
～
深
田
町
）

・
主
要
地
方
道
山
中
・
伊
切
線
（
森

町
～
山
中
温
泉
東
町
1
丁
目
）

・
県
道
深
田
・
片
野
・
下
福
田
線

（
深
田
町
～
黒
崎
町
）

・
県
道
水
田
丸
・
黒
瀬
線
（
上
野
町

～
水
田
丸
町
）

・
県
道
荒
木
・
田
原
町
線
（
河
南
町

～
曽
宇
町
）

・
市
道
Ａ
66
号
線
（
大
聖
寺
南
町
～

馬
場
町
）

・
市
道
Ａ
78
号
線
（
大
聖
寺
中
新
道

～
大
聖
寺
魚
町
）

・
市
道
Ａ
80
号
線
（
大
聖
寺
五
軒
町

～
大
聖
寺
大
新
道
）

・
市
道
Ａ
77
号
線
（
大
聖
寺
東
横
町

～
大
聖
寺
五
軒
町
）

・
市
道
C
５
６
０
号
線
（
片
山
津
温

泉
～
冨
塚
町
）

・
市
道
D
２
１
４
号
線
（
山
中
温
泉

こ
お
ろ
ぎ
町
～
山
中
温
泉
菅
谷
町
）

・
市
道
D
２
１
６
号
線
（
山
中
温
泉

菅
谷
町
地
内
）

・
市
道
D
３
２
４
号
線
（
山
中
温
泉

旭
町
～
山
中
温
泉
宮
の
杜
2
丁
目
）

冬
タ
イ
ヤ
は
早
め
に
装
着
！

　
雪
道
で
の
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
の
走

行
は
大
変
危
険
で
す
。
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
冬
用
タ
イ
ヤ
を
装
着
し

ま
し
ょ
う
。

問
土
木
課

　
☎
７
２
︲
７
９
３
１

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
大
雪
時
に
お
い
て
高
齢

者
の
み
の
世
帯
や
障
が
い
者
の
み
の

世
帯
な
ど
、
自
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し

が
困
難
な
世
帯
に
対
し
、
必
要
な
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
細
は

地
域
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
地
域
福
祉
課

　
☎
７
２
︲
７
８
５
４
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Information

◎

　
市
所
有
の
土
地
を
一
般
競
争
入
札
に

て
売
却
し
ま
す
。
最
低
売
却
価
格
以
上

の
入
札
の
う
ち
、
最
高
金
額
の
入
札
者

を
落
札
者
と
し
ま
す
。
入
札
に
参
加
す

る
人
は
受
付
期
間
中
に
入
札
参
加
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
物
件
の
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
申
込
書
お
よ
び
受
付
期
間

　
12
月
8
日
㈮
ま
で
の
平
日
8
時
30
分

～
17
時
15
分
ま
で

◎

▲竣工した新工場外観

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

※
入
札
参
加
申
込
を
し
て
い
な
い
人

は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

入
札
日
時

　
平
成
30
年
1
月
11
日
㈭  

10
時
～

入
札
場
所

　
市
役
所
本
館
2
階
　
２
０
１
会
議

室
■申
・
問
財
政
課

　
☎
７
２
︲
７
８
１
２

エ
ネ
ッ
ク
ス
㈱
加
賀
工
場
第
２
期
工
事
完
成

　
昨
年
、
旧
菅
谷
小
学
校
の
校
舎
・

体
育
館
を
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
工
場
と
し
て
再
生
し
た
エ

ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
加
賀
工
場
の
第

２
期
工
事
が
完
了
し
、
新
工
場
が
竣

工
し
ま
し
た
。

　
新
工
場
の
１
階
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
設
備
を
配
置
し
、
特
許
申
請
中
の

マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
を
中
心
と
し
た

化
粧
品
材
料
を
生
産
、
２
階
は
リ
サ

イ
ク
ル
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
生

産
工
場
と
な
り
ま
す
。

　
化
粧
品
材
料
の
製
造
に
５
～
10
人
、

リ
サ
イ
ク
ル
ト
ナ
ー
の
製
造
に
10
～

20
人
で
生
産
を
始
め
、
順
次
増
産
を

行
い
、
５
年
後
に
は
加
賀
工
場
全
体

で
１
３
０
人
規
模
と
な
る
予
定
で
、

現
在
も
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
若
年
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
働
け
る

工
場
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
雇
用
の
創
出
と
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　問
企
業
誘
致
室　

　

☎
７
２
︲
７
８
２
０　

１号物件
動橋町ワ 10番 3　
宅地　217.19㎡（65坪）
最低売却価格　2,910,000円

入札物件情報

▲ 10月 31日竣工式典
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●坪単価　27,400円～ 40,500円　● 1 区画の平均価格　約 350万円　●分譲地購入割引制
度　2区画以上購入などで最大 15％割引　●分譲区画数　13区画　問都市計画課　☎ 72-7925

山中温泉宮の杜　宅地分譲中

と　き／12月1日㈮～4日㈪　10時～18時（入館は17時30分まで）　ところ／加賀市美術館

■内　容
・「ふれてみるいしかわの文化展 加賀展」

北陸日彫会会員の作品19点を展示します。自由
に触れて、手で感触を確かめられるこの展覧会
は、新たな視点で、芸術を楽しみ、感じることが
できます。

・「こころふれあうみんなの作品展 かが」
石川県立盲学校児童生徒、石川県立錦城特別支援
学校児童生徒のほか障がいのある人が制作した作
品約150点を展示します。

ふれてみるいしかわの文化展 加賀展・こころふれあうみんなの作品展 かが

▲申込はコチラ

観覧
無料

問ふれあい福祉課　☎72-7852　N72-7797

　こころの病気や障がいについて学び、考える機会を設けることを目的に講座を実施します。

こころの健康ボランティア養成講座

■申・問社会福祉法人朋友会　地域活動支援センターかが　☎72-7779　N73-3544

要申込 参加
無料

■定　員　1日目どなたでも、2･3日目各10人（※公開講座の受講が必須）　■申込締切　12月15日㈮

と　き／12月16日㈯ 10時～13時　ところ／セミナーハウスあいりす　調理室

　運動と食を通じて身体の内側から若さを保つことを目的に、アンチ
エイジング教室を開催しています。今回は“大人の食育編”で、生活
習慣病予防をテーマに、講義と調理実習を行います。
■内　容
　講義・調理実習　「今日からできる！健康力アップ術」
　持ち物　エプロン・三角巾・手拭用タオル
■対　象　市内在住の19歳以上の人
■定　員　30人（先着順）
■申込方法　電話またはファクスで氏名、住所、電話番号をお知らせ
　ください。

運動と食のアンチエイジング教室　～第2回　大人の食育編～ 参加
無料

■申・問健康課　☎72-7865　N72-5626

要申込

2日目　養成講座
■と　き　平成30年1月17日㈬ 
　13時30分～15時（受付13時～）
■ところ　市民会館第１会議室
■内　容　ボランティアの心得につい

て学ぶ
■講　師　越智 春菜さん
　（社会福祉法人朋友会精神保健
　　福祉士）

3日目　体験講座
■と　き　平成30年1月23～25

日のうち1日　10時～12時
■ところ　社会福祉法人朋友会
　地域活動支援センターかが
■内　容　当事者との交流
　（詳細は2日目に説明）

1日目　公開講座
■と　き　12月22日㈮ 10時～11時30分
　　　　　（受付9時30分～）
■ところ　アビオシティホール
　　　　　情報プラザAB
■内　容　こころの病気について学ぶ
　（発達障害について）
■講　師　棟居 俊夫 さん
　（加賀こころの病院　医師）

イベント情報
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開催日時 場所

行事名

2日㈯・3日㈰ スポーツセンター

全日本ユース北信越フットサル大会【フットサル・U-15】

10日㈰ スポーツセンター

加賀市子供会レクリエーション大会【小学生】

16日㈯ スポーツセンター

加賀市U-8キッズフットサルリーグ
【フットサル・U-8】

26日㈫～30日㈯ 市内

歳末特別火災予防運動

12 月その他の行事

文字による情報を利用することが困難な人に、広報かがの点字版・録音テープ版または CD 版を市内のボラ
ンティアの人たちが製作し、自宅へ郵送します。　 ■申・問社会福祉協議会　☎ 72-1500（担当：吉倉）

点字・音訳版「広報かが」を知っていますか？

と　き／12月12日㈫ ①18時～②19時～③20時～
ところ／市民会館　第1会議室

■相談員　西田 昌史 さん
　（結婚相談所所長）
■対　象　20歳以上の独身の人、ま
　たはその家族
■申込方法　電話・ファクス・メール

またはQRコードにアクセスし、ご
予約ください。

結婚・恋愛相談会 参加
無料要申込

▲申込はコチラ

と　き／12月20日㈬、21日㈭ 10時～17時
ところ／かが交流プラザさくら　205会議室

ＩｏＴ企業相談会

　IoT全般についての相談会です。専門家が丁寧に
アドバイスします。
　なお、来場の際は事前にご連絡ください。

■対　象　市内事業者

相談
無料

問 IoT イノベーション推進室　☎ 72-1390

と　き／12月1日㈮、2日㈯、8日㈮、9日㈯
　　　 10時～17時
ところ／かが交流プラザさくら　205会議室

KAGAものづくりラボ体験会

　３Ｄプリンタやカッティングマシーン、刺しゅ
うミシンなどを設置した「ＫＡＧＡものづくりラ
ボ」の体験会を開催します。

問 IoT イノベーション推進室　☎ 72-1390

KAGAものづくりラボHP▶

入場
無料

加賀温泉郷マラソン2018参加者（ランナー・ボランティアスタッフ・出店者）募集

ランナー
■申込方法　①インターネット（ランネット・スポーツエントリー）
　　　　　　②電話（スポーツエントリー☎0570-550-846）
　　　　　　③事務局（マラソン開催推進室）受付　④郵便振替
■申込締切　平成30年1月31日㈬　※郵便振替の場合は12月29日㈮
■開催日　　平成30年4月14日㈯…2.5kmファンラン、4月15日㈰…マラソン（42.195km）・10km・5km

ボランティアスタッフ
■申込締切　平成30年1月31日㈬　　■従事日　平成30年4月15日㈰　　■資格　高校生以上
■募集内容　　①エイド係員…給水・給食のサポート、②会場内係員…受付・荷物預かりの手伝いなど
　　　　　　　③走路員…コース上での監察
出店者
■出店日時　　平成30年4月14日㈯ 12時～17時および15日㈰9時～16時
■出店料(市内業者)　1ブース：10,000円（キッチンカー１台：5,000円）、電源使用料2,000円　他
■申込締切　　平成30年1月31日㈬　　■申込方法　　事務局にお問い合わせください

※その他協賛企業やランナー応援ショップも募集しています。
　詳しくは大会ホームページを確認または事務局にお問い合わせください。

要申込

■申・問加賀温泉郷マラソン組織委員会事務局（市民会館2階 マラソン開催推進室）　☎72-7922　N72-7999
　　 marason@city.kaga.lg.jp　 http://www.kagaonsenkyoumarathon.com

■申・問人口減少対策室　☎72-7840　N72-7923
konkatsu@city.kaga.lg.jp 

イベント情報
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まちの NEWS

県境綱引きリベンジ果たす

　10月 15日㈰、福井県と石川県の県境に建つ越前・
加賀県境の館で「第 3回鹿島の森伝説　越前・加賀
県境綱引き」が行われました。これまで加賀と越前
が１勝ずつの成績で、注目が集まった今大会。
　宮元市長扮する女神が参加した神話綱引きでは、
越前チームに 2勝を許し、危うい状況でしたが、そ
の後連勝し、最終的には加賀が勝利を収めました。

「ひゃくまん穀」のおにぎり食す

　11月 2日㈭、片山津小学校で全校児童 205人に
おにぎりが配布されました。毎月 2日は「おにぎり
の日」として、JA 加賀が市内の小・中学校におに
ぎりを配布しています。今回は石川県で作られた新
品種の「ひゃくまん穀」のおにぎり。「ひゃくまん穀」
は大粒で食べごたえがあり、冷めてもおいしいのが
特徴です。児童たちは、嬉しそうに大きく口を開け、
ほおばっていました。

カニ初競りで漁港がにぎわう

　11月 6日㈪はカニ漁の解禁日。今年は天候に恵
まれ、例年並みの水揚げ量となり、橋立漁港には一
面にカニが並びました。
　漁業関係者たちは今年もたくさんの水揚げがあっ
た喜びの表情と初競りならではの緊張感が交じり
合っていました。今年は香箱ガニの収穫量が多い見
込みとのことでした。

広報かが  2017・12 12

今年も開催。加賀ロボレーブ国際大会

　11月 10日～ 12日にかけて、加賀市スポー
ツセンターで第 3回加賀ロボレーブ国際大会
が行われました。プログラミングによりロボッ
トを動かし、5つの競技を競う今大会。子ども
たちの真剣なまなざしで自分たちのロボット
を操作しました。6つの国と地域から 416人が
集まり、各競技で熱戦を繰り広げました。



　

い
じ
め
や
虐
待
、
差
別
な
ど
人
権
に
関

す
る
問
題
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
人

権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
人
権
擁
護
委
員

　

篠
原 

直
美 

さ
ん
（
大
聖
寺
番
場
町
）

　

梅
田 

ふ
み
代 

さ
ん
（
大
聖
寺
菅
生
町
）

　

宮
下 

一
夫 

さ
ん
（
山
代
温
泉
8
区
の
2
）

　

中
川 

亮
一 

さ
ん
（
山
代
温
泉
19
区
）

　

中
谷 

健
治 

さ
ん
（
片
山
津
町
）

　

荒
谷 

実 

さ
ん
（
山
田
町
）

　

笹
木 

憲
一 

さ
ん
（
篠
原
町
）

　

矢
田
郷 

貴
子 

さ
ん
（
動
橋
町
5
区
）

　

村
中 

珠
恵 

さ
ん
（
田
尻
町
）

　

竹
本 

早
苗 

さ
ん
（
三
木
町
）

　

南
出 

利
之 

さ
ん
（
黒
瀬
町
）

　

木
田 

實 

さ
ん
（
山
中
温
泉
白
山
町
）

　

上
田 

黎
美 

さ
ん
（
山
中
温
泉
上
原
町
）

　

畦
地 

信
一 

さ
ん
（
山
中
温
泉
栢
野
町
）

問
総
務
課

　

☎
７
２
︲
７
８
０
１

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

雪
の
多
い
日
は
、
道
路
や
交
通
状
態
が

悪
く
な
り
、
ご
み
の
収
集
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
ご
み
出

し
を
な
る
べ
く
控
え
、
次
回
の
収
集
日
に

出
す
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
積
雪
量
が
非
常
に
多
く
な
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
収
集
日
の
前
日
ま

で
に
各
町
の
区
長
に
連
絡
の
う
え
、
ご
み

の
収
集
を
休
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
生
活
安
全
課

　

☎
７
２
︲
７
８
９
０

雪
の
多
い
日
の
ご
み
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

　

交
通
事
故
は
少
し
の
不
注
意
か
ら
発
生

し
ま
す
。
年
末
の
慌
し
い
時
期
で
す
が
、

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
は
人
の
動
き
も
慌
し
く
な
り
、

注
意
力
や
警
戒
心
が
薄
れ
が
ち
に
な
り
ま

す
。
加
え
て
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
な
り
、
特
に
住
宅
火
災
の
発
生
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
気
を
引
き
締
め
、
火
の

元
に
注
意
し
合
い
、
火
災
の
無
い
明
る
い

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
７
２
︲
０
１
１
９

　
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

　
〜
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
リ
サ
イ
ク
ル
〜

　

建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き

る
特
定
の
建
設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塊
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
木
材
な
ど
）
の

「
分
別
解
体
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
積

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
忘
年
会
な
ど
で
お

酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
飲
酒
運

転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
市
民

総
ぐ
る
み
で
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く

し
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
よ
う

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

・
冬
道
は
安
全
走
行
を
徹
底
し
よ
う

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
徹
底

　

し
よ
う

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
に

　

努
め
よ
う

問
生
活
安
全
課

　

☎
７
２
︲
７
８
９
０

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
建
設
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家
屋
の
解

体
な
ど
の
際
に
は
、
業
者
に
適
正
な
分
別

解
体
・
再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、
建
設
リ

サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
建
築
課

　

☎
７
２
︲
７
９
３
５

漂
着
し
た
ポ
リ
タ
ン
ク
は

触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

　

冬
期
間
、
海
岸
に
ポ
リ
タ
ン
ク
が
漂
着

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

有
害
な
液
体
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
触
っ
た
り
、
ふ
た
を
開
け
た
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
今
年
3
月
に
は
、
片

野
海
岸
で
強
ア
ル
カ
リ
性
液
体
が
入
っ
た

ポ
リ
タ
ン
ク
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
海
岸
で
ポ
リ
タ
ン
ク
を
発
見
し
た

場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
安
全
課

　

☎
７
２
︲
７
８
８
５

歳
末
特
別
火
災
予
防
運
動

12
月
26
日
㈫
〜
30
日
㈯

ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
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情報チャンネル



　

地
域
の
縁
結
び
支
援
に
協
力
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
独
身
の
人
の
結
婚
の
お
世
話
を
し
た
い
」

「
少
子
化
が
心
配
で
、
地
域
の
将
来
の
た

め
に
何
か
し
た
い
」
と
お
考
え
の
人
は
、

結
婚
を
希
望
す
る
人
へ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や

相
談
者
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

市
内
に
在
住
も
し
く
は
勤
務
す

　

る
20
歳
以
上
の
人

活
動
内
容　

①
結
婚
に
関
す
る
助
言

②
独
身
男
女
の
出
会
い
の
機
会
の
仲
介　

③
市
主
催
の
出
会
い
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

　

の
支
援

④
縁
結
び
さ
ん
同
士
の
勉
強
会
や
情
報
交

　

換
会
へ
の
出
席

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

　

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
電
話
、
フ
ァ

　

ク
ス
、
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み

※
申
込
者
に
は
、
後
日
開

　

催
す
る
登
録
講
座
の
案

　

内
を
送
付
し
ま
す
。

■申
・
問
人
口
減
少
対
策
室

　

☎�

７
２
︲
７
８
４
０

　

N

７
２
︲
７
９
２
３

　

ko
n
ka
tsu
@
c
ity.ka

g
a
.lg
.jp

　

市
で
は
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
を
希
望

す
る
元
気
な
中
高
年
齢
者
や
若
い
世
代
の

人
た
ち
が
、
多
世
代
で
交
流
し
、
活
躍
で

き
る
加
賀
市
版
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
健
康

寿
命
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
の
水
中
運
動

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　

水
中
運
動
は
、
足
腰
へ
の
負
担
を
か
け

ず
に
脂
肪
を
燃
焼
で
き
ま
す
。
参
加
者
に

は
運
動
に
取
り
組
む
前
後
に
、
筋
力
や
バ

ラ
ン
ス
な
ど
を
計
測
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
効
果
を
検
証
し
ま
す
。

  

水
中
運
動
モ
ニ
タ
ー
募
集

か
が
縁
結
び
さ
ん
募
集

　

県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
石
川
県
民
手
帳
（
県
統
計
協
会

編
集
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

金　

額　

４
５
０
円

販
売
所　

企
画
課
、
山
中
温
泉
支
所
、
各

　

出
張
所
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ム
サ
シ
加

　

賀
店
、
Ｄ
Ｃ
Ｍ
カ
ー
マ
加
賀
店
、
コ
メ

２
０
１
８
年
版

石
川
県
民
手
帳
販
売
中

　

健
康
の
維
持
と
増
進
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
30
年
1
月
17
日
㈬
～
2
月

　

17
日
㈯　

週
3
回
（
主
に
水
、
木
、
土

　

曜
日
）
全
12
回

　

13
時
15
分
～
14
時
15
分

と
こ
ろ　

山
中
温
泉
ゆ
け
む
り
健
康
村

対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

参
加
費　

無
料

定　

員　

17
人

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
申

　

し
込
み

申
込
締
切　

12
月
28
日
㈭

■申
・
問
㈱
ぶ
な
の
森
︵
受
託
事
業
者
︶

　

☎
０
７
６
︲
２
８
７
︲
５
５
３
０

　

{takam
in
e
@
b
un
an
o
m
o
ri.co

m

問
人
口
減
少
対
策
室

　

☎
７
２
︲
７
８
４
０

　

リ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
大
聖
寺
・
山
中
各

　

店
、
イ
オ
ン
加
賀
の
里
店
、
未
来
屋
書

　

店
加
賀
の
里
店
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

　

パ
ー
ク
Ｋ
Ｃ
、
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
加

　

賀
店

販
売
期
間　

平
成
30
年
1
月
31
日
㈬
ま
で

問
企
画
課

　

☎
７
２
︲
７
８
４
１

　

高
齢
者
の
買
い
物
や
掃
除
な
ど
、
簡
単

な
家
事
支
援
に
必
要
な
介
護
の
基
本
的
な

知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
講
座
で
す
。

と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
加
賀
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド

対　

象　

市
内
に
在
住
し
概
ね
60
歳
以
上

　

で
、
全
講
座
に
参
加
し
て
家
事
支
援
サ

　

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
人

参
加
費　

無
料
（
調
理
実
習
代
必
要
）

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　

12
月
27
日
㈬

講
座
日
程　

平
成
30
年
1
月
～
2
月
（
全

　

6
回
）

家
事
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

回 日　時 内　容
1

 1月 26日㈮
 13時～ 16時  介護保険福祉サービス等

2
 1月 29日㈪
 9時～ 16時  家事支援の実際等

3
 1月 30日㈫
 9時～ 16時  家事支援の心構え等

4
 2月 5日㈪
 9時～ 15時  調理実習

5
 2月 13日㈫
 　～ 23日㈮

 ヘルパー同行見学
 （2日間）

6
 2月 27日㈫
 13時～ 16時  サポーター登録について

■申
・
問
高
齢
者
こ
こ
ろ
ま
ち
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
２
︲
８は
い
ハ
ロ
ー

１
８
６
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市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用
を
通
し

て
、
移
住
定
住
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
登
録
で
き
る
人
は
、
空
き
家
の

所
有
者
や
、
売
買
・
賃
貸
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
人
で
す
。

　

登
録
さ
れ
た
空
き
家
情
報
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
加
賀
市
に
住
み
た

い
人
へ
提
供
す
る
の
で
、
買
い
手
や
借
り

手
が
見
つ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
賃
貸
用
の
空
き
家
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
登
録
は
無
料
で
す
。
住
む
こ
と

の
で
き
る
空
き
家
を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ

ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
人
口
減
少
対
策
室

　

☎
７
２
︲
７
８
４
０

　

市
営
動
橋
住
宅
（
新
築
）
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

募
集
住
宅　

動
橋
住
宅
（
動
橋
町
地
内
）

　

2
戸
（
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

対　

象　

2
人
以
上
の
世
帯

申
込
期
間　

12
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
・
日
・
祝

　

日
を
除
く
）

※
申
し
込
み
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

　

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■申
・
問
建
築
課

　

☎
７
２
︲
７
９
３
６

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
30
年
は
、
加
賀
市
と
ダ
ン
ダ
ス
地

区
（
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
）
の
交
流
が
始
ま
っ

て
か
ら
50
周
年
で
す
。
こ
の
記
念
の
年
に
、

中
高
生
を
ダ
ン
ダ
ス
地
区
へ
派
遣
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
た
国
際
交
流
で
、

カ
ナ
ダ
の
生
活
や
文
化
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と　

き　

平
成
30
年
8
月
（
約
2
週
間
）

対　

象　

派
遣
時
に
市
内
に
住
み
、
次
の

　

要
件
を
全
て
満
た
す
中
高
生

①
国
際
交
流
に
関
心
が
あ
り
、
団
体
生
活

　

や
長
期
の
海
外
旅
行
に
耐
え
ら
れ
、
健

　

康
で
あ
る
こ
と

②
平
成
30
年
4
月
か
ら
始
ま
る
事
前
研
修

　

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

第
15
回
カ
ナ
ダ
（
ダ
ン
ダ
ス
地
区
）

生
活
体
験
団　
団
員
募
集

　

（
土
曜
日
に
約
10
回
行
い
ま
す
。
事
前

　

に
都
合
を
伺
い
ま
す
）

③
ダ
ン
ダ
ス
地
区
の
派
遣
団
が
加
賀
市
を

　

訪
れ
る
と
き
に
、
ホ
ス
ト
家
庭
を
引
き

　

受
け
る
こ
と
（
平
成
32
年
夏
予
定
）

費　

用　

30
万
円
程
度
（
一
部
助
成
あ
り
）

申
込
締
切　

平
成
30
年
2
月
28
日
㈬

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■申
・
問
加
賀
市
都
市
交
流
協
議
会

　

︵
観
光
交
流
課
内
︶

　

☎
７
２
︲
７
８
０
３

　

い
し
か
わ
県
民
文
化
振
興
基
金
で
は
、

文
化
団
体
が
石
川
県
内
で
行
う
新
た
な
文

化
活
動
事
業
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
事
業　

市
内
で
実
施
す
る
文
化
活
動

　

事
業
（
新
規
の
申
し
込
み
の
み
）

助
成
期
間　

平
成
30
年
4
月
か
ら
最
大
で

　

3
年
間

助
成
額　

年
間
最
大
50
万
円

石
川
県
文
化
活
動
支
援
事
業
募
集

申
込
締
切　

12
月
18
日
㈪

※
詳
し
く
は
い
し
か
わ
県
民
文
化
振
興
基

　

金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

http://ishikaw
abunka.jp/support/

■申
・
問
文
化
振
興
室

　

☎
７
２
︲
７
９
８
８

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
行
う
場
合

は
、
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
た
個
人
番

号
カ
ー
ド
ま
た
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

が
必
要
で
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
交
付
に
1
カ
月
程

か
か
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
搭
載
さ
れ

た
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
の
切
り
換
え
を

お
願
い
し
ま
す
。
有
効
期
限
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
顔
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証

明
書
を
持
っ
て
窓
口

課
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
窓
口
課

　

☎
７
２
︲
７
８
８
１

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
の

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

�

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
募
集
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モデル薬局
すぎはら薬局 大聖寺菅生町 9 ☎ 72-1719
タバタ薬局 大聖寺東横町 67-1   ☎ 73-2468
トウダ薬局東町店 大聖寺東町 4-22 ☎ 73-2688
トラヤ薬局 大聖寺越前町 3 ☎ 73-0051
大中薬局 潮津町チ 151 ☎ 75-4411
小林薬局 片山津町タ 14-4 ☎ 74-0205
てらだ薬局 潮津町ユ 11 ☎ 75-3622
松が丘薬局 松が丘 1-21-11 ☎ 73-0686
加賀たんぽぽ薬局 作見町リ 29-1 ☎ 72-7371
車谷薬局 山代温泉温泉通 64 ☎ 76-1171
ササハラ薬局 山代温泉桔梗丘 2-64 ☎ 77-4433
中道薬局 山代温泉 16-3-1 ☎ 76-1473
なかみち若葉薬局 山代温泉北部 3-39 ☎ 76-4215
青い森薬局山代店 山代温泉北部 4-62 ☎ 75-7020
えくぼ薬局 下河崎町ト 1-1 ☎ 72-8919

と　

き　

12
月
10
日
㈰　

9
時
～
12
時

と
こ
ろ　

加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー

対　

象　

40
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
女
性

料　

金　

６
０
０
円
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
対

　

象
者
は
無
料
）

定　

員　

18
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

申
込
開
始
日　

12
月
4
日
㈪

申
込
時
間　

13
時
～
17
時

※
申
込
電
話
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
了

　

承
く
だ
さ
い
。
平
成
29
年
度
の
乳
が
ん

　

検
診
受
診
済
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■申
・
問
加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー
健
診
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
６
︲
５
２
７
１

市
乳
が
ん
検
診
の
休
日
実
施

試
験
日
・
会
場

　

平
成
30
年
1
月
14
日
㈰

　

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

平
成
30
年
1
月
21
日
㈰

　

小
松
市
民
セ
ン
タ
ー

時　

間　

10
時
～　

乙
種
第
４
類　

　

13
時
30
分
～　

 

甲
種
、
乙
種
第
１
～
6

　

類
、
丙
種

受
験
料　

甲
種
５
、０
０
０
円
、

　
乙
種
３
、４
０
０
円
、
丙
種
２
、７
０
０
円

願
書
受
付
期
間　

　

電
子
申
請　

12
月
３
日
㈰
ま
で

第
3
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

請
求
期
限　

平
成
30
年
4
月
2
日
㈪

対　

象　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

※
ご
遺
族
の
中
で
弔
慰
金
を
受
け
る
順
位

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い
。

問
地
域
福
祉
課

　

☎
７
２
︲
７
８
５
４

第
10
回
特
別
弔
慰
金

請
求
は
お
早
め
に

　

書
面
申
請　

12
月
６
日
㈬
ま
で

願�

書
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
石

　

川
県
支
部　

〒
９
２
0
︲
０
９
０
１　

　

金
沢
市
彦
三
町
２
︲
５
︲
27　

名
鉄
北

　

陸
開
発
ビ
ル
７
階

　
（
☎
０
７
６
︲
２
６
４
︲
４
８
８
４
）

※ 

願
書
は
消
防
本
部
・
各
消
防
分
署
に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
７
２
︲
０
１
１
９

血糖測ってみんかいね
　加賀市糖尿病協議会では、自分の体に関心を持っていただくた
めに、モデル薬局で自己血糖測定を行っています。この機会にぜ
ひ、血糖を測ってみてください。測定は無料です。
と　き　平成 30 年３月 31 日㈯まで
※検査キットが無くなり次第終了となります。
申込方法　モデル薬局に連絡して申し込み
問加賀市糖尿病協議会薬局担当�トウダ薬局東町店　☎ 73-2688

　

運
動
施
設
で
運
動
機
器
を
体
験
利
用
で

き
る
「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
無
料
券
」
を
交
付

し
ま
す
。
利
用
は
1
人
1
回
で
す
。

期　

間　

平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

対
象
施
設
（
い
ず
れ
か
1
つ
の
施
設
）

①
高
齢
者
健
康
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ト
ン
」

②
ゆ
け
む
り
健
康
村
「
ゆ
ー
ゆ
ー
館
」

③
い
き
い
き
ラ
ン
ド
・
か
が
「
エ
イ
ム
Ｂ
Ｓ
」

④
森
林
浴
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

『
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
無
料
券
』
で

運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か

　

「
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
（
ゴ
ル
ス
ポ
）
」

⑤
か
が
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　

「
ウ
ェ
ザ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

⑥
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
山
代
店

⑦
カ
ー
ブ
ス　

ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
加
賀

※
⑥
⑦
は
女
性
の
み

対　

象　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
人

①
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

　

て
お
ら
ず
、
日
常
生
活
に
お
い
て
運
動

　

習
慣
の
な
い
人

②
自
身
で
会
場
に
行
く
こ
と
の
で
き
る
人

※
各
施
設
の
会
員
以
外
の
人

■申
・
問
高
齢
者
こ
こ
ろ
ま
ち
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
２
︲
８は
い
ハ
ロ
ー

１
８
６
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株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協

同
事
業
で
発
行
し
て
い
る
、
加
賀
市
情
報

ガ
イ
ド
「
か
が
ふ
る
」
の
更
新
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
印
刷
や
発
行
に
係
る
経

費
は
広
告
収
入
で
賄
わ
れ
ま
す
。
広
告
掲

載
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
更
新
発
行
は
平
成

30
年
4
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
づ
く
り
推
進
課

　

☎
７
２
︲
７
８
０
２

　

白
山
信
仰
の
拠
点
で
あ
っ
た
福
井
、
石

川
、
岐
阜
3
県
内
の
11
市
町
が
作
成
し
た

パ
ネ
ル
の
巡
回
展
で
す
。

と　

き　

12
月
9
日
㈯
～
24
日
㈰

と
こ
ろ　

か
が
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら　

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
文
化
財
保
護
課　

☎
７
２
︲
７
８
８
８

　

誰
も
が
簡
単
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
で
す
。
複
数
の
競
技
を
行

い
合
計
得
点
を
競
い
ま
す
。

と　

き　

平
成
30
年
1
月
14
日
㈰

　

9
時
～
12
時

と
こ
ろ　

加
賀
体
育
館

対　

象　

市
内
に
在
住
も
し
く
は
勤
務
す

　

る
小
学
生
以
上
の
人

参
加
費　

無
料

定　

員　
１
０
０
組
２
０
０
人
（
2
人
1
組
）

申
込
方
法　

加
賀
体
育
館
な
ど
に
備
え
付

　

け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
提
出

　

（
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
可
）

申
込
期
間　

12
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮
（
先
着
順
）

■申
・
問
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
７
２
︲
７
９
８
５

　

N
７
２
︲
７
９
９
９

　

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
健

幸
ポ
イ
ン
ト
は
、

健
診
の
受
診
や

健
康
講
座
へ
の

参
加
な
ど
、
健

康
づ
く
り
に
取

加
賀
市
情
報
ガ
イ
ド
「
か
が
ふ
る
」
の
発
行

マップを持って
橋立地区を散策してみませんか

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
健
幸
ポ
イ
ン
ト
抽
選
応
募
箱
の

設
置
場
所
が
増
え
ま
し
た

白
山
開
山
１
３
０
０
年
記
念

巡
回
パ
ネ
ル
展

　

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
安

全
な
地
域
づ
く
り
や
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
賀
市
消
防
団
で
は
、

夜
間
活
動
で
の
安
全
性

向
上
及
び
作
業
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
こ
の

助
成
を
受
け
て
全
消
防

宝
く
じ
助
成
金
で
備
品
整
備
し
ま
し
た

り
組
む
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
を
得
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
専
用
の
カ
ー
ド
で
40
ポ

イ
ン
ト
貯
め
る
と
抽
選
で
景
品
が
も
ら
え

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
が
満
杯
に
な
っ
た
カ
ー

ド
は
次
の
施
設
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
箱

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
投
函
の
際
は
、

裏
面
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募
コ
ー

ス
に
○
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

応
募
期
間　

平
成
30
年
2
月
28
日
㈬
ま
で

応
募
箱
設
置
場
所　

健
康
課
（
か
が
交
流

　

プ
ラ
ザ
さ
く
ら
１
階
）
、
市
役
所
総
合

　

案
内
、
山
中
温
泉
支
所
、
山
代
・
片
山

　

津
出
張
所

問
健
康
課　

☎
７
２
︲
７
８
６
５

団
員
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
（
４
１
０
個
）
を

整
備
し
ま
し
た
。

問
消
防
本
部
総
務
課

　

☎
７
２
︲
０
１
１
９

▲購入したヘッドライトを装備
　したようす

　（公社）加賀青年
会議所では、加賀
ブランド創出プロ
ジェクトスタッフ
と共に「加賀橋立
愛着散策マップ」
を作成しました。
　日本遺産の認定
を受けた「北前船」
において、北前船

寄港地・船主集落や橋立漁港を含む橋立
地区の魅力を広く伝えることで、より多
くの人に加賀市に関心を持っていただく
ことを目的としています。
　このマップは、20代から70代までの各
年代の人の意見を取り入れて作成されて
おり、誰もが楽しめる内容となっていま
す。ぜひ、マップを片
手に橋立地区を散策し
てみませんか。
　なお、マップは市内
公共施設などに配置さ
れています。
問（公社）加賀青年会議所（加賀商工会議所内）
　☎72-2010

▲加賀橋立愛着散策
　マップ（PDF）
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情報チャンネル

鴨
池
観
察
館
友
の
会
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　

心
の
教
育
推
進
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

鴨
池
観
察
館
友
の
会
に
心
の
教
育
推
進
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鴨
池
観
察
館
友
の
会
は
「
鴨
池
た
ん
ぼ

ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
幅
広
い
地
域
・
年
代
の

人
が
参
加
で
き
る
自
然
体
験
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン

ト
に
お
け
る
環
境
教
育
や
地
域
住
民
の
心

　
「
防
災
週
間
」や「
交
通
安
全
週
間
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
、「
防
災
」や「
交

通
安
全
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
に

意
識
し
て
い
た
だ
き
、
行
動
に
つ
な

げ
て
い
こ
う
と
す
る
期
間
で
す
。

　

そ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
に
、
12
月
3

日
か
ら
は
「
障
害
者
週
間
」
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
害
者
基
本
法

が
公
布
さ
れ
た
12
月
3
日
か
ら
、
国

連
で
障
害
者
の
権
利
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
9
日
ま
で
を
期
間
と
し
た
も
の

で
す
。
目
的
は
、
一
人
ひ
と
り
が
障

が
い
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て

考
え
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ

て
、
２
つ
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

「
ふ
れ
て
み
る
い
し
か
わ
の
文
化
展

加
賀
展
」
は
、
彫
刻
作
品
を
見
る
だ

け
で
な
く
直
接
手
で
触
れ
ら
れ
る
た

め
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
も
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
こ
こ

ろ
ふ
れ
あ
う
み
ん
な
の
作
品
展 

か

が
」
は
、
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
が

心
を
込
め
て
制
作
し
た
絵
画
や
工
作

な
ど
の
作
品
展
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
と
お
し
て
障
が
い

や
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め

る
機
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

芸
術
を
楽
し
む
気
持
ち
は
誰
も
が
同

じ
で
す
。
た
だ
し
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
楽
し
む
に
は
、
周
囲
の
理
解
や
配
慮

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
者
週
間
に
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
社
会
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
ふ
れ
あ
い
福
祉
課

　
☎ 

７
２
︲
７
８
５
２

　

N

７
２
︲
７
７
９
７

第 8回　「12月 3日～ 9日は障害者週間です」

　

市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
事
業

主
（
給
与
支
払
者
）
が
所
得
税
の
源
泉
徴

収
と
同
様
、
毎
月
の
給
与
か
ら
市
・
県
民

税
を
天
引
き
し
て
納
入
す
る
制
度
で
す
。

特
別
徴
収
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
勤

務
先
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

①
普
通
徴
収
（
個
人
納
付
）
で
は
納
期
が

　

年
4
回
で
す
が
、
特
別
徴
収
で
は
年
12

　

回
で
の
支
払
い
に
な
る
た
め
、
一
回
あ

　

た
り
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

②
金
融
機
関
等
へ
出
向
い
て
納
め
る
手
間

　

が
省
け
ま
す
。

③
納
付
書
の
紛
失
や
納
め
忘
れ
で
延
滞
金

市
・
県
民
税
は

特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）
で
す
か

　

が
発
生
す
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

地
方
税
法
お
よ
び
加
賀
市
税
条
例
の
規

定
に
よ
り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
行
っ

て
い
る
事
業
主
は
、
特
別
徴
収
義
務
者
と

し
て
従
業
員
の
市
・
県
民
税
を
特
別
徴
収

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

従
業
員
の
納
税
の
利
便
性
向
上
の
観
点

か
ら
も
、
特
別
徴
収
制
度
に
つ
い
て
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。
新
た
に
特
別
徴
収

を
実
施
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
税
料
金
課
︵
市
民
税
係
︶

　

☎
７
２
︲
７
８
１
５

を
豊
か
に
育
む
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課　

　

☎
７
２
︲
７
９
８
０

▲左　山本 芳夫 さん（鴨池観察館友の会会長）
　右　田中 義二 さん（鴨池観察館友の会幹事）

▲こころふれあうみんなの作品展  かが
　昨年度の展示作品
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公
民
館
活
動
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

再生品の販売

展示期間：12月1日㈮～15日㈮
　　　　　9時～16時
抽�選�日：12月18日㈪　9時～
引取期間：12月18日㈪～25日㈪
　　　　　9時～16時
問加賀市環境美化センター　
　☎73-5600

　

事
業
内
容
・
方
法
等
に
工
夫
を
こ
ら
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
県
内
公
民
館
に
対

し
て
贈
ら
れ
る
「
石
川
県
優
良
公
民
館
表

彰
」
を
金
明
公
民
館
が
受
賞
し
ま
し
た
。

◆ 議会情報　12月の会議◆

委員会名 と　き（上段）
ところ（下段）

本会議
（質疑・一般質問）

11日㈪ 9時30分～
議場

本会議
（質疑・一般質問）

12日㈫ 9時30分～
議場

予算決算委員会
(総務分科会)
総務委員会

13日㈬ 10時～
301会議室

予算決算委員会
(教育民生分科会)
教育民生委員会

14日㈭ 10時～
301会議室

予算決算委員会
(産業建設分科会)
産業建設委員会

15日㈮ 10時～
301会議室

予算決算委員会
（分科会長報告・採決）

19日㈫ 11時～
301会議室

全員協議会
19日㈫ 13時30分～
301会議室

本会議（閉会）
19日㈫ 15時～
議場

※�日程は変更することがあります。
※傍聴は先着順です。
※�議会運営委員会・特別委員会（基地・
防災、議会活性化）については、お問
い合わせください。
※�議会ホームページにも掲載しています。
問議会事務局　☎72-7965

◆ 施設情報12月の開館時間と休館日 ◆

施設名・
問い合わせ先

開館時間（上段）
休館日（下段）

環境美化センター
☎73-5600

9時～16時
6、13、20、23、31日

グリーン・
シティ山中
☎78-5374

9時～16時

6、13、20、23、31日
いきいきランド
かが�ＡＩＭ�ＢＳ
☎72-8011

10時～22時
6、13、20、27、29～31日

ゆけむり健康村
ゆーゆー館
☎78-5546

10時～22時
5、12、19、26日

加賀市健康プラ
ザ｢スワトン｣
☎74-1818

10時～22時
（日曜日は10時～18時）

13、27、30、31日

・
公
民
館
長
表
彰 

功
労
者
表
彰

　

中
川 

亮
一 

さ
ん
（
山
代
公
民
館
館
長
）

　

佐
々
木 

茂 

さ
ん
（
湖
北
公
民
館
館
長
）

・
優
良
職
員
表
彰

　
大
澤 

松
代 

さ
ん（
塩
屋
公
民
館
事
務
職
員
）

・
永
年
勤
続
職
員
表
彰
（
10
年
）

　
河
畑 

久
美 

さ
ん（
東
谷
口
公
民
館
事
務
職
員
）

問
生
涯
学
習
課

　

☎
７
２
︲
７
９
８
０

　

長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
く
「
い
き
い
き

と
、
健
や
か
に
」
生
活
し
、
市
民
の
模
範

と
な
っ
て
い
る
人
に
「
長
寿
い
き
い
き
シ

ル
バ
ー
賞
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
受
賞
者

の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん

須
谷 

る
い
子 

さ
ん
、
林 
美
紀
子 

さ

ん
（
山
代
地
区
）
、
岩
橋 
潔 
さ
ん
、

田
畑 

勝
治 

さ
ん
（
別
所
地
区
）
、
三

田
村 

收 

さ
ん
、
森
下 

敬
一 

さ
ん

（
庄
地
区
）
、
北
出 

敬
子 

さ
ん
、
麹

盛 

武
雄 

さ
ん
（
勅
使
地
区
）
、
中
嶋 

正
志 

さ
ん
（
東
谷
口
地
区
）
、
嶋
﨑 

曻 

さ
ん
（
片
山
津
地
区
）
、
田
畑 

勝

子 

さ
ん
、
宮
本 

潔 

さ
ん
、
山
本 

富

美
子 

さ
ん
（
作
見
地
区
）
、
濱
口 

岩

夫 

さ
ん
、
山
本 

す
み
子 

さ
ん
（
金
明

地
区
）
、
長
池 

照
男 

さ
ん
、
成
田 

政

子 

さ
ん
（
湖
北
地
区
）
、
柏
田 

修
次

郎 

さ
ん
、
髙
野 

要 

さ
ん
（
動
橋
地

長
寿
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
賞
決
定

区
）
、
北
村 

清
治 

さ
ん
（
分
校
地

区
）
、
上
出 

春
夫 

さ
ん
、
小
中 

幸
子 

さ
ん
（
橋
立
地
区
）
、
西
埜 

眞 

さ
ん

（
三
木
地
区
）
、
三
谷 

勇
喜
雄 

さ
ん

（
三
谷
地
区
）
、
黒
瀬 

光
一 

さ
ん
、

中
田
谷 

律
子 

さ
ん
（
南
郷
地
区
）
、

坂
本 

照
雄 

さ
ん
、
松
村 

健
二 

さ
ん

（
塩
屋
地
区
）
、
村
井 

隆 

さ
ん
（
山

中
温
泉
地
区
）
、
五
十
嵐 

和
彦 

さ
ん

（
河
南
地
区
）
、
中
島 

文
雄 

さ
ん
、

𠮷
田 

き
み
子 

さ
ん
（
西
谷
地
区
）
、

楚
良 

逹
雄 

さ
ん
（
東
谷
地
区
）

問
長
寿
課

　

☎
７
２
︲
７
８
６
４

　

金
明
公
民
館
は
4
月
の
第
1
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
加
賀
市
成
人
式
に
併
せ
て
、

金
明
地
区
の
新
成
人
を
対
象
に
「
新
成
人

と
語
る
会
」
を
平
成
19
年
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。
地
区
を
あ
げ
て
新
成
人
を
祝
う

こ
と
で
、
新
成
人
が
地
区
へ
の
関
心
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
地
域
の
人
と

交
流
す
る
良
い
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
が
公
民
館
と
つ
な
が
り
、
地

域
の
住
民
と
相
互
に
絆
を
深
め
る
活
動
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
全
国
公
民
館
連
合
会

・
功
労
者
表
彰

　

小
谷 

清
範 

さ
ん
（
三
谷
公
民
館
館
長
）

・
永
年
勤
続
職
員
表
彰
（
15
年
）

　
東 

喜
久
子 

さ
ん（
作
見
公
民
館
事
務
職
員
）

■
東
海
北
陸
公
民
館
大
会

・
優
良
職
員
表
彰

　
佐
々
木 

恵
子 

さ
ん（
山
代
公
民
館
事
務
職
員
）

■
石
川
県
公
民
館
連
合
会

▲後列左から　河畑 さん、東 さん、佐々木 恵子 さん、大澤さん
　前列左から　中川 さん、田中 幸一 さん（金明公民館館長）、
　　　　　　　小谷 さん、佐々木 茂 さん

かがやき市民大学校
100点運動達成者

 300点 市民学士
　　　角出 昭次 さん（動橋町）
皆さんも100点運動を始めてみませんか。
問生涯学習課　☎72-7980
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1 広報かが  2014・5

会場 内　容 対象者 開　催　日　時

中
央
図
書
館

親子読書講演会
「音楽×絵本＝い～がいね！！」 幼児～一般 2日㈯　14時～

おはなしの森★ 幼児・児童 3日㈰・10日㈰・17日㈰・24日㈰　14時～

ちょびっこおはなし会 乳幼児 7日㈭・14日㈭・21日㈭・28日㈭　10時～

てくてくおはなし会★ 幼児・児童 9日㈯　14時～

講演会「北前船ってどんな船？」 小学５年以上 9日㈯　14時～

子ども映画会「炭焼き長者」ほか 幼児・児童 17日㈰　10時30分～

図書館名画座「武器よさらば」 一般 23日㈷　14時～

山
中
図
書
館

毛糸でぼんぼんづくり 幼児・児童 3日㈰　10時～

すくすくおはなし会 乳幼児 5日㈫　10時30分～

おはなしの泉 幼児・児童 10日㈰・17日㈰・24日㈰　11時～ 

おでかけ図書館 幼児 13日㈬　11時～ ところ：山中児童センター

冬眠のひみつ
近
こん

藤
どう

 宣
のり

昭
あき

／監修　ＰＨＰ研究所

見た目レシピいかがですか？
椰
や

月
づき

 美
み

智
ち

子
こ

／著　ＰＨＰ研究所

12月のイベント　★い～がいね おはなし会ビンゴ対象（参加してビンゴで景品プレゼント）

今月の休館日
・中央図書館　
　4、11、18、25、29～31日
・山中図書館　
　1、8、15、22、29～31日

開館時間
・中央図書館　㈫～㈮は9時～19時
　　　　　　　㈯㈰㈷㉁は9時～18時
・山中図書館　9時～18時
　　
　　中央図書館　☎73-0888
　　山中図書館　☎78-4441

メール配信サービス

藤
ふじ

村
むら

 賢
けん

志
じ

／作　教育画劇

伊
い

知
ち

地
じ

 国
くに

夫
お

／写真・文　
東京堂出版

すっぱりめがね

美しい科学の世界　ビジュアル科学図鑑

　お母さんの作ってくれたおにぎり。ぼくの
「すっぱりめがね」をかけると、切ったように中
身が見えてしまうんです。ラーメンにピアノ、お
家まで、いろんなものをすっぱりめがねで見てみ
よう！

問

児童向け

一般向け

一般
向け

　蛇口の水滴を高速カメラで撮
影すると…。身近なものも見
方を変えると、全く違った一
面を見せてくれます。そうし
た自然現象の不思議さや、面
白さを楽しめる図鑑です。

【
有
料
広
告
欄
】
広
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
事

業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

音楽×絵本＝い～がいね！！

児童
向け

内 容：音＆リズムと絵本の読み聞かせ
演 奏：田畑 美紀さん
　　　（Ｍｉｋｉ音楽教室主宰）
ところ：中央図書館2階視聴覚ホール

新刊情報 イベント

要申込

講 師：浅田 久美子さん
　　（浅田ニッティングルーム主宰）
ところ：山中図書館2階会議室

毛糸でぼんぼんづくり
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   法律相談  問地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854

  13時～16時　市民会館　
 【予約制】受付順に各回6人 ／（　）内は予約開始日。
  ※1人1件、年間1回まで
12月 6日㈬ （11月 29日㈬ 8時30分～）

  13日㈬ （12月 6日㈬ 8時30分～）
  20日㈬ （ 13日㈬ 8時30分～）
1月 10日㈬ （1月 4日㈭ 8時30分～）

  総合相談　問地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854

  13時～16時　
12月 1日㈮　市民会館　　

8日㈮　山代地区会館
　        15日㈮　作見地区会館
　        22日㈮　山中温泉文化会館

  司法書士相談　問地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854

  13時～16時　市役所相談室　
 【予約制】受付順に各回3～4人（受付は月～金曜日の9時～17時） 
 12月7日㈭、14日㈭、21日㈭

平成29年度
石川県ふぐ処理資格者試験準備講習会
■と　き：平成30年1月30日㈫
　　　　　実技：9時～12時　学科：13時～17時
■ところ：金沢勤労者プラザ
　　　　（金沢市北安江3-2-20）
■受講料：29,500円（テキスト代含む）
■定　員：26人（定員になり次第締切）
■申　込：申込書に必要事項を記入の上、受講
　料を添えてお送りください。申込書は（公社）
　石川県調理師会、石川県薬事衛生課、最寄り
　の保健福祉センターにてお受け取りください。
　■申・問（公社）石川県調理師会
　　　　　☎076-236-2012

  消費生活相談　問加賀市消費生活センター　☎72-7857

  相談受付　月～金曜日　9時～17時　市役所地域福祉課

  青少年に関する育成相談　問青少年育成センター　☎73-0118

  相談受付　月～金曜日　9時～17時　

  青少年こころの電話　☎73-0117

  相談受付　月～金曜日　9時～20時　

  あいりす女性相談室　☎73-5527

  電話相談　毎週火曜日　12時30分～15時(祝日・年末年始除く)

　いしかわ若者サポートステーション出張相談
 　いしかわ若者サポートステーション　☎076-235-3060

  12月26日㈫　13時～17時　市民会館 第12会議室
　【予約制】受付順に1人1時間程度

　福祉・介護のしごと出張相談
　　石川県福祉の仕事マッチングサポートセンター　☎076-234-1151

  12月13日㈬　10時～11時30分　ハローワーク加賀

おもてなしに関する記念講演
富山県の国登録有形文化財、料亭「松風樓」の
女将齊藤美華子さんの記念講演です。
■と　き：12月16日㈯　11時～12時
■ところ：天空聖陵加賀の郷（作見町観音山1-1）
■内　容：「もてなす心、、もてなされる心」
■料　金：無料（別途拝観料500円）
　問天空聖陵　加賀の郷
　　☎070-6967-9039（原田）

　市内各世帯に配付するほか、公

共施設、スーパー、金融機関など

にも配置している「広報かが」に

広告を掲載しませんか。

　詳しくは、市ホームページをご

覧になるか、広報広聴係に問い合

わせてください。

●申込者の資格

　市内に在住または事業所を有し

市税を滞納していない人など

●広告掲載料

　3,000円～ 150,000円

※広告の大きさによって変わります。

  ■申・問地域づくり推進課（広報広聴係）
　☎72-7802

広告募集中です！

広報かが  2017・1221



平成29年度
三世代ファミリー同居・近居促進事業

こどもの健康情報

https://mail.cous.jp/kaga/
加賀市メール配信サービス

乳幼児健診

健康相談

受 付：13時〜14時
ところ：健康課(かが交流プラザさくら)

内　容 と　き 対　象

4か月半児
8日㈮ Ｈ29. 7.16～ 7.31生
22日㈮ Ｈ29. 8. 1～ 8.15生

1歳6か月児
5日㈫ Ｈ28. 4.26～ 5.20生
19日㈫ Ｈ28. 5.21～ 6. 5生

3歳2か月児 14日㈭ Ｈ26. 9.16～ 9.30生

内　容 と　き
骨密度・体組成・内臓脂肪・運動機能
測定・相談（測定内容により対象年齢が異なります）

4日㈪
9時～16時

健康相談・こころの健康づくり相談 随時

ところ：健康課
（かが交流プラザさくら）

妊娠期パパママ教室

マタニティ教室〜足湯とマタニティフラダンス〜
　　　　　　　　　　　ところ：加賀市医療センター
対　象：妊娠12週以上（他院の通院問わず）　
と　き：8日㈮　14時～16時
持ち物：母子健康手帳、足拭きタオル、バスタオル
集合場所：1階情報ギャラリー（14時までに）
申　込：加賀市医療センター（マタニティフラ係）
           平日14時～16時　☎72-1188

妊娠中の体と食生活
と き：17日㈰　受 付：9時45分～　教 室：10時～12時
沐浴体験と助産師の講話
と き：25日㈪　受 付：9時45分～　教 室：10時～12時
ともに　対　象：妊娠期のママとパパ　
　　　　持ち物：母子健康手帳、母子保健テキスト　
　　　　申　込：健康課（母子保健係）　☎72-7866

要
予
約

7か月児離乳食教室　
対　象：平成29年5月生まれ　  　と　き：13日㈬
受　付：9時30分～9時50分　　　 教　室：10時～11時30分

10か月児子育て教室　
対　象：平成29年2月生まれ　と　き：21日㈭
受　付：9時20分～9時40分　　教　室：9時50分～11時30分
ともに持ち物：母子健康手帳・赤ちゃんのお出かけセット
　　　　　　　乳児相談問診票〔記入済で〕

赤ちゃん教室
要
予
約

問健康課（母子保健係）☎72-7866

ところ：健康課
（かが交流プラザさくら）

問健康課（健康増進係）☎72-7865

問子育て支援課　☎72-7856

要
予
約

対象住宅
　平成27年4月1日以降に新築等の契約を締結し、
平成29年1月から12月末日までに新築等が完了
する住宅で、所有者が三世代同居・近居を行う
世帯員であること。

申請期限
平成30年1月15日㈪

補助金の申し込み先
子育て支援課

※事前にご相談く
ださい。

対象者
　親子と祖父母の三世代で新たに同居や近居を始めるた
めに、住宅の新築や購入、増改築、改修（以下「新築
等」という）を行った人。
※平成29年1月から12月末日までに住民登録を変更の上、

三世代同居・近居を始める人に限ります。
※新築等を行う前から三世代で同居している人は対象に

なりません。
※新築等を行う前から三世代で近居している人は、同居

となる場合のみ対象となります。

補助金額
・三世代での同居・近居に対する補助　30万円
・県外からの転入には15万円の加算があります。
（加賀市移住住宅取得助成事業との併用はできません）

　子育てしやすい環境を整備するため、新たに三世代で同居または近居（親子と祖父母が居住
する住宅の間の直線距離が2km以内）を始めるための住宅の新築、購入、増改築または改修を
行う場合に補助金を交付する制度です。

ところ：健康課（かが交流プラザさくら）
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広報かが  2017・1223

休日（夜間）当番薬局
と　き 当　番　薬　局　名 電話番号
3日㈰ 箔山堂加賀温泉薬局 （作　見） ☎72-7010
10日㈰ アビオシティ加賀コメヤ薬局（作　見） ☎72-6622
17日㈰ 山中青木二階堂薬局 （山　中） ☎78-3055
23日㈷ すぎはら薬局 （大聖寺） ☎72-1719
24日㈰ えくぼ薬局 （大聖寺） ☎72-8919
31日㈰ タバタ薬局 （大聖寺） ☎73-2468
 開局時間　9時～18時　※前日20時～翌日9時は、下記の電話
　　　　　またはインターホンにより対応します。
問加賀薬剤師会当番薬局　☎090-4682-5941

加賀市 休日急病診療 ◎：9時〜12時30分・13時〜16時30分　△：9時〜12時 

子どもの生活リズムを整えましょう

こどもの救急ホームページ　　
http://kodomo-qq.jp
時間外に病院を受診するかどうか判断の目安を提供してい
ます（加賀市ホームページからリンクしています）。

献血

救急医療の問い合わせ先　☎ 73-2299（消防本部）

13日㈬　 9時45分～12時　大聖寺警察署
13日㈬　13時30分～16時　ＪＡ加賀本店
29日㈮　 9時15分～11時30分／13時～16時
　　　　アビオシティ加賀

診療科 医　療　機　関　名 電話番号 3日㈰ 10日㈰ 17日㈰ 23日㈷ 24日㈰ 31日㈰

　内　科
加賀市医療センター
救急告示病院です。診療時間内
の受診にご協力ください。

（ 作 見 ） ☎72-1188 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

小 児 科

近藤医院 （ 潮 津 ） ☎74-1231 △
刈谷医院 （ 山 代 ） ☎77-6116 △
山中温泉ぬくもり診療所 （ 山 中 ） ☎78-0301 △
うわだな小児科医院 （下河崎） ☎73-0998 △
加賀市医療センター （ 作 見 ） ☎72-1188 △

内 科・小 児 科 南加賀急病センター（小松市民病院南館1階） ☎0761-23-0099 【月〜土】19時〜22時30分　
【日・祝】9時〜12時・13時〜22時30分

石川病院（手塚町 ☎74-0700）診療科は日直担当医により異なります。事前に電話でお問い合わせください。

　冬になり、朝は寒くてなかなか起きられない、遅寝遅起になる。こんな経
験ありませんか。生活リズムが夜型になると、「朝起きられなくて朝ごはん
が食べられない」「集中できないでイライラしやすい」など体や心の不調を
感じやすくなります。
　生活リズムが整うとホルモンの働きが活発になり、体の調子も整い、脳や
体の発育発達を促し、心が安定します。将来の生活習慣病の予防にもつなが
ります。
　生活リズムのポイントには、①朝、起きたら朝陽を浴びる、②1日3食だい
たい同じ時間に食事する、③日中はできるだけ体を動かす、④夜は暗くして
寝る、⑤昼寝は適度に切り上げる、こうした生活環境を整えてあげる必要が
あります。

問健康課　☎72-7866

高齢者インフルエンザ予防接種期間を延長します
ワクチン供給不足から、今年度に限り、接種期間を延長します。
【変更内容】
（変更前）平成29年12月30日㈯　→　（変更後）平成30年1月31日㈬
必ず医療機関にご予約の上、接種いただきますようお願いいたします。
ワクチン接種による効果は2週間程度かかります。
※接種対象者・申込方法・自己負担金等に変更ありません。



施設ガイド・催し

♦平成 29年度秋期企画展
　九谷陶器会社より
　～明治中期の陶房とゆかりの作家達～

♦「豊田伝右衛門顕彰祭」　12月15日㈮　10時～　
♦ミュージアムショップ・ミニテーマ展
　地元作家の作品をテーマに沿って展示・販売します。
♦蹴りロクロ成形や上絵付け体験もできます。
♦施設内スタンプラリー好評開催中。

♦名画に出会う－あるコレクターがあつめた珠玉の作品群－
　　12月9日㈯～平成30年1月8日㈷

　県内在住の美術コレク
ターが、その審美眼で蒐
集 し た 近 代 絵 画 コ レ ク
ションを一堂に展示しま
す。

♦加賀市美術館名品展
　　12月4日㈪～平成30年2月1日㈭

♦コレクター・T氏によるギャラリートーク
　　12月23日㈷　14時～
♦ふれてみるいしかわの文化展　加賀展
　　12月1日㈮～12月4日㈪
♦こころふれあうみんなの作品展　かが
　　12月1日㈮～12月4日㈪
♦今月の水彩画教室　 4 日㈪　講 師：長谷川 清 さん
♦今月の筆ペン教室　21日㈭　講 師：荒木 暁月 さん

♦開館15周年記念特別企画展「大観時代のわざ」
　　平成30年2月4日㈰まで

♦いろは草庵学芸員によるギャラリートーク
　　12月3日㈰　13時30分～

♦第 9回雪のデザイン賞入選作品展
　平成 30年 2月 13日㈫まで

♦クリスマスイブ限定ワークショップ
　「プラバンで雪の結晶」　12月 24日㈰
　9時 30分～ 11時 30分、13時 30分～ 15時 30分
　この時間内にお越しください。(作業時間は10分ほど)

費　用：50円
自分の好きな雪の結晶の
形をプラバンに描いてス
トラップを作ります。

♦聴山房展 霊峰白山1300年記念「白山眺望大賞」作品展
　　12月29日㈮まで

　第2回「白山眺望大賞」
の入賞作品を展示します。
今回は巡回展の最終回で
すので、お見逃しなくご
覧下さい。

♦開館 15周年特別記念展
　「魯山人と初代須田菁華展」
　　平成 30年 2月 4日㈰まで

♦季
とき
のしらべとおはなし
12月 16日㈯　14時～ 15時 30分　※入場無料
演 奏：“ひびき”久

きゅう
乗
じょう

編
へん

鐘
しょう

とコントラバスのユニット
朗 読：深田久弥　日本百名山「白山」
　　　 加賀市中央図書館司書

●住所：大聖寺地方町1-10-13　☎72-7466　●開館：9時～17時（入館は16
時30分まで）　●休館日：月曜日（祝日は開館）〔今月は4、11、18、25日〕
●入館料：一般500円　75歳以上250円 　◆館内無料ガイドツアー：学芸員・
解説ガイドによる館内のご案内をしています。どうぞご利用ください。

※このコーナーでは、市内の文化・教養施設のイベント情報などを紹介します。

●住所：山代温泉18-5　☎77-7111　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は6、13、20、27日〕
●入館料：一般500円　75歳以上250円

▲藤島武二「臥
が

婦
ふ

」[個人蔵]

▶浅
あさ

井
い

一
いち

毫
もう

   松
まつ

鶴
つる

図
ず

花
か

瓶
びん

(部分) [個人蔵]

▲屏風「老
ろう

檜
ひのき

図
ず

画
が

賛
さん

」　福田大観　加賀市美術館蔵

▶銀賞「出漁」　井尻茂勝（加賀市）

▶国本克己「ノートルダム寺院」[当館蔵]

◀
銀
賞
「
虹
の
氷
柱
」

　
須
賀 

訓（
埼
玉
県
比
企
郡
）
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  九谷焼美術館

●住所：作見町リ1-4　☎72-8787　●開館：10時～18時（入館は17時30分まで）
●休館日：火曜日(祝日は開館）および展示替期間〔今月は5、12、19、26、30、31日〕
●入館料：展示内容によって変わります

  加賀市美術館

▶呉
ご

須
す

馬
うま

絵
え

水
みず

指
さし

　初代須
す

田
だ

菁
せい

華
か

   [須田菁華蔵]

●住所：大聖寺番場町18-2　☎72-3313　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）〔今月は5、12、19、26、30、31日〕　
●入館料：一般300円　75歳以上150円

  深田久弥 山の文化館

  九谷焼窯跡展示館

●住所：山代温泉19-101-9　☎77-0020　●開館：9時～17時（入館は16時30分ま
で）●休館日：火曜日（祝日は開館）〔今月は5、12、19、26、31日〕
●入館料：一般310円　75歳以上150円

  中谷宇吉郎 雪の科学館

●住所：潮津町イ106　☎75-3323　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は6、13、20、27日〕
●入館料：一般500円　75歳以上250円

  魯山人寓居跡 いろは草庵



施設ガイド・催し

♦山中十二景屏風及び山中十景巻物展示
♦歌仙巻
　12月 19日㈫　13時 30分～
　講 師：橋本 薫 さん

♦山中節四季の舞定期上演　
　毎週土・日および祝日　15時30分～16時30分

♦山中節とお座敷体験
　毎週月～金曜日
　11時～11時30分
　大人：1,000円
　小学生以下：500円

♦木
き
地
じ
挽
び
きろくろ体験　※要予約

　　汁椀　3,000円～（税込、送料別）

♦そば打ち体験　※要予約
　　11時～13時、12時～14時

　3人以下：1人1,836円　4人以上：1人1,620円

♦季節の展示　秋から冬
 　明治から昭和初期に酒谷

家で使用されていた漆の調
度品や菊花文様の打掛など
を展示しています。

♦新春にはこの時期だけの婚礼用打掛などを展示予定です。

♦鴨池たんぼクラブ　お正月飾りつくろっさ！
　12月 10日㈰　※要申込・先着順（8日㈮締切）
　9時 30分～ 11時 30分　定　員：20人
　持ち物：飾りつけに使いたいもの（あれば）

　　お米をとった後の「わら」
　もむだなく使います。鴨池
　たんぼのわらでしめ飾りや
　リースを作ろう。

♦ガンの飛び立ちを見よう
　　12月 23日㈷、24日㈰　6時 30分～（両日とも）

　持ち物：防寒着・双眼鏡（貸出もあります）
　早朝に鴨池からたんぼへごはんを食べに行ってしま
うマガンたち。彼らの出
発を早起きして見送って
みませんか？

★いずれのイベントも参加費として入館料が必要
　（高校生以下無料）

♦バードウォッチングと巣箱作り
　　12月 17日㈰　10時～ 12時
　　参加費：1,080円
♦伝承の味！たくあん作り教室

　12月10日㈰　9時～　10本2,200円～（参考価格）

♦しめ縄づくり教室　※要予約
　　12月 23日㈷　10時～ 12時
　　参加費：1,250円（草もちぜんざい付）
♦がわ市　12月 3日㈰・17日㈰（とめ市）　7時頃～ 8時頃

●住所：片野町子2-1　☎72-2200　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円

※ 各施設入館料　高校生以下・障がいのある人などは無料です。

土曜日の研究室
○鳥の羽根をつくってみよう！　12月16日㈯

種類によっても、からだの部分によっても様々
な色やかたちをしている鳥の羽根。紙と針金と
絵の具でリアルに再現してみよう！

※材料費として300円必要です。
※受付は9時～11時、13時～16時。
  来館時に受付をお願いします（事前申込不要）。

●住所：山中温泉菅谷町ヘ1-1　☎78-2278　●開館：9時30分～17時
●休館日:水曜日(祝日は開館)〔今月は6、13、20、27～31日〕●入館料：無料

●住所：山中温泉菅谷町ヘ225-1　☎78-0051　●開館：11時～16時
●休館日:水曜日(祝日は開館)〔今月は6、13、20、27、31日〕●入館料：無料

●住所：山中温泉本町二丁目ニ86-1 ☎78-1720 ●開館：9時～17時（入館は16時
30分まで）●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は6、13、20、27日〕  
●入館料：200円

●住所：大聖寺瀬越町イ19-1　☎73-8812　●開館：9時～17時　
●休館日：水曜日(祝日の場合は翌木曜日)〔今月は6、13、20、27日〕
●入館料：無料

●住所：山代温泉18-59-1　☎77-8270　●開館：9時30分～17時　
●休館日：水曜日(祝日は開館）〔今月は6、13、20、27、31日〕　●入館料：無料

▶お座敷体験

●住所：橋立町イ乙1-1　☎75-1250　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円　◆館内無料ガ
イド：解説ガイドによる館内のご案内をしています（事前予約申込必要）

▶展示の様子

▶縄から自分で作ります。がんばるぞ！

▶観察館からでないと見られない
   貴重なシーンです！

▶木造宿屋建築と美しい庭園の館です

広報かが  2017・1225

  はづちを楽堂

  竹の浦館

  北前船の里資料館

  鴨池観察館

  山中座

  山中温泉 芭蕉の館

●住所：山中温泉薬師町ム1　☎78-5523　●開館：8時30分～22時
●休館日：年中無休　●入館料：無料

  ろくろの里 工芸の館

  ろくろの里 食彩館山ぼうし
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TEL
FAX

キラリ!

今月が納期です

加賀市の人口

※「広報かが」は、再生紙を利用しています。
　雑誌古紙として処理されれば再生可能です。

http://www.city.kaga.ishikawa.jp/

▪１1月1日現在：住民基本台帳から　〔先月比〕
人　口 … 68,073人〔−14〕
　男…32,205人〔－16〕　女…35,868人〔＋2〕
     10月中の 出生：24人 転入：150人
  　人口異動 死亡：82人 転出：106人

世帯数 … 29,099世帯〔＋15〕

平成30年1月4日㈭まで

 

あとがき
▶2ページで市長がお話ししていま
すように、近い将来、労働人口の約
半分がロボットに置き換わるという
予測があります。ロボットの進化で、
より楽で快適な社会になるはずです
が、半分もの仕事が消えるかもしれ
ないと思うと、やはり不安も感じま
す。広報作成も、将来はロボットが
行うかもしれません。そうなると、
ロボットが編集後記を書くのですが
･･･どんな文章を書くのかとても気
になります。ロボットが今より働く
未来。早く来てほしいような、ほし
くないような複雑な気持ちです。

▶毎年取材しているカニの初競り。
今回やっと表紙にすることができ
ました。カニが並び一面がオレン
ジ色になる風景、カニがキュッ
キュと発泡スチロールの箱を鳴ら
す音、競りに向けてもくもくと仕
分け作業をする人、初競りならで
はの緊張感。なんとも味わい深い
光景です。そんな光景を知って食
べるカニはまた一段と美味しいの
です。そんな冬のぜいたくが私の
楽しみとなっています。

▲ＨＰ ▲Facebook

　山中漆器の蒔絵技術に惹かれ、加賀市へやってきた一人の女性
がいます。台湾出身の何静さんは昨年10月に台湾で行われた蒔絵
の教室にて、国内外で活躍されている蒔絵師の山崎夢舟さん（漆
芸工房夢舟・山中温泉）と出会い、その魅力に引き込まれました。
もともと高校・大学とデザインの勉強をしていたため、伝統工芸
というものに興味があったという何さん。自分にしかできない何
か特別なものを探していたところで、蒔絵と出会い、学んでいき
たいと強く思うようになったと話します。その熱い思いを伝える
ため、日本語を一から猛勉強し、山崎夢舟さんに日本語で手紙を
書き、弟子入りを志願。今年4月から加賀市で蒔絵の勉強をされ
ています。蒔絵は知れば知るほど奥が深く、好きなことができる
毎日は充実していると話してくれました。
　蒔絵をはじめてから、まだ日は浅いですが、先日行われた第90
回山中漆器蒔絵展では山中商工会長賞を受賞しました。今後は自
分のデザインアイデアと蒔絵を融合させていきたいという目標を
語ってくれました。

「蒔絵の魅力を感じられる日々は充実しています」
　何

ホ ー

 静
チ ン

 さん（山中温泉）

北前船日本遺産認定記念　
加賀温泉郷湯巡りキャンペーン！

平成30年2月28日㈬まで

　平日限定！1,200円で温泉地宿泊施設を対象に3回分の日帰り入浴と北前
船の里資料館の入館券がつきます。また湯札提示で対象商店飲食店が5%オ
フになります。詳細はＫＡＧＡ旅・まちネットホームページをご覧ください。

※対象施設や条件詳細については事前に
HPをご覧ください。

※購入日より連続する2日間有効。
※入浴は土・日・祝日・年末年始（12/23～1/8）を除く

平日のみ利用可。
※北前船の里資料館および飲食・商店の5％オフについ

ては、有効期限内であればいつでも利用可。
※本キャンペーンはタオルの貸し出し等はございません。

湯札購入場所　対象入浴施設・北前船の里資料館

問首都圏戦略室　☎72-7900

対象入浴施設
≪山代温泉≫
・ゆのくに天祥　・ゆ湯の宿 白山菖蒲亭  
・雄山閣　・吉田屋山王閣  
≪山中温泉≫
・白鷺湯 たわらや　・お花見久兵衛  
・河鹿荘ロイヤルホテル
≪片山津温泉≫
・湖畔の宿 森本　・かのや光楽苑  
・大江戸温泉物語 ながやま　・加賀観光ホテル  
≪柴山温泉≫
・ホテル アローレ 

国民健康保険税（7期分）、後期高齢者医療保険料（9期分）、
介護保険料（7期分）、下水道受益者負担金（3期分）、
上下水道使用料・利用者負担額（保育料）・市営住宅使用料（各月分）

▲ＨＰはこちらから




